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『栽培計画書（ミニトマト）』

の作成 

・表紙の作成 

①野菜とは何か 

②野菜の歴史・特性 

等の調べ学習 

③ミニトマトの栽培について 

作物の育成環境を調節す 

る技術について調べる。 

・ミニトマトの育成を行い育 

成環境を調節する技術を体験 

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『コロックル』の製作 

 はんだづけ 

①基板について･･･銅箔 

②使用工具･･･電気はんだご

て、ニッパ、ラジオペンチ、ク

リ－ナ 

③はんだ･･･鉛と錫  

合金とはどういうとはどうい

うものか理解させる。 

④はんだづけ方法と諸注意 

はんだごての持ち方、はんだづ

け時のやけどと煙の吸引注意。 

固定抵抗器、コンデンサ、LED、

トランジスタ等をはんだづけ

する。 

 

 

 

 

 

計測と制御の学習 

 プログラム学習 

①順次処理 

②反復処理 

③分岐処理 

・野菜についての調べ学習をイ

ンターネットを活用すること

ができる。 

・野菜の定義づけ・歴史・特徴 

＊「ミニトマト」の苗植え実習 

・ミニトマトの成長を観察して

計画書にまとめることができ

る。 

ミニトマトの特徴と調理方法

を理解できる 

・ミニトマトの成長の様子を観

察しレポートにまとめことが

できる。苗付け、栽培方法、培

養土、水あげ等を理解し、栽培

方法を理解できる。 

・植物の成長の状態に合わせ 

て、適切な管理作業を行う技 

能を身に付けている。 

 

 

 

 

 

 

 

・はんだづけを成功させるため

に 

①事故防止（やけど、煙の吸引）

の諸注意 

②基板の銅箔、はんだ、はんだ

ごてのこて先の付ける順序 

③はんだづけ後のリ－ド線の

切断 

④クリ－ナの効果的な使い方 

等を理解出来る。また、事前に

熱に弱い部品や構造のもろい

部品等をチェックし、失敗のな

いようにできる。 

ニッパによる芯線の出し方や

芯線の束ね方を理解出来る。ま

た、コ－ド線のねじ止めの仕方

や、はんだづけの仕方を理解で

きる。 

電気→光・音のエネルギー変換

について理解できる。 

 

プログラムによる計測・制御に

ついて理解することができる。 

①制御の仕組みを知る 

②コロックルをパソコンにつ

なげ、順次・反復・分岐プログ

ラムを実際に組み、オーロラク

ロックを作動できる。 

生物育成の 

技術の最適 

化について 

考えてい 

る。 

よりよい生 

活の実現や 

持続可能な 

社会の構築 

に向けて生 

物育成の技 

術を評価し 

し、適切な 

選択、管理 

・運用、改 

良、応用に 

ついて考え 

ている。 

 

育成の過程 

や問題解決 

の結果を評 

価し、改善 

及び修正す 

る力を身に 

付けてい 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入出力され 

るデータの 

流れを基 

に、計測・ 

制御システ 

ムを構想す 

る力を身に 

付けてい 

る。 

よりよい生 

活の実現や 

持続可能な 

社会の構築 

に向けて生 

物育成の技 

術を工夫し 

創造しよう 

としてい 

る。 

 

 

 

 

 

自らの問題 

解決を振り 

返り，より 

よいものと 

なるように 

改善・修 

正しようと 

している。 

 

 

 

生活や社会 

の中で利用 

されている 

エネルギー 

変換の技術 

について理 

解してる。 

 

 

 

エネルギー 

変換につい 

て理解して 

いる。 

 

 

 

 

 

 

他者と協力

して実験に

参加でき

る。実験の

意味を理解

できる。 



 

 

 

 

 

 


